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「復興まちづくり」連続セミナー
平成23年度　東大まちづくり大学院

全10回（各回とも18：30～20：30）
●各回のテーマと講義のあらまし

※講演内容・講師等は、予告なく変更となる場合があります。

宮城県における復興計画の経緯と課題
●第１回 12月5日（月）　工学部14号館141教室

仮設コミュニティでつくる新しい高齢化社会のデザイン
　─コミュニティケア型仮設住宅の提案と住民共助型活動を通じた仮設コミュニティづくり─

●第2回 12月12日（月）　工学部14号館141教室

震災後の交通まちづくりについて考える
　─論点整理と実例に即した議論─

津波被害の特徴と今後の津波防災

●第3回 12月16日（金）　山上会館　大会議室

●第4回 1月16日（月）　工学部14号館141教室

津波に強い建築物のあり方
　─津波避難ビルの構造要件について─

●第5回 1月23日（月）　工学部14号館141教室

津波被災市町村の復興まちづくりについて
●第6回 １月30日（月）　工学部14号館141教室

東日本大震災の被災地復興に向けた住まいづくり
●第7回 2月13日（月）　工学部14号館141教室

大震災と希望学
●第8回 2月16日（木）　工学部14号館141教室

復興計画における風景の再生
　─過去の復興計画をふりかえることから将来を考える─

●第9回 2月21日（火）　工学部14号館141教室

創造的復興まちづくりの仕組みと体制
　─復興まちづくり会社・復興まちづくり条例を創ろう─

●第10回 2月28日（火）　工学部14号館141教室

講師：石川幹子氏

講師：大方潤一郎氏／小泉秀樹氏／
　　　大月敏雄氏／後藤　純氏／冨安亮輔氏
　　　

講師：原田　昇氏／羽藤英二氏

講師：西村幸夫氏／中島直人氏

講師：大西　隆氏／松本　昭氏

講師：佐藤慎司氏

講師：中埜良昭氏

講師：望月明彦氏

講師：伊藤明子氏

講師：玄田有史氏

宮城県における震災復興計画の経緯と現状、今後の課題について、震災発生よ
り時系列でその要点を述べていきます。また、市町村計画である岩沼市復興計
画については、策定の責任者として、その内容を詳述するとともに、仙南広域
圏の復興の現状についてコメントします。

住宅と駐車場だけあっても人は生きていけない。仮設のまちであっても、ミニ
マムなコミュニティスペースやケアサービス、店舗、移動手段が無ければ生活
はおぼつかない。コミュニティが無ければ老人は引きこもって弱ってしまう。
応急仮設住宅をいかに応急仮設コミュニティにアップグレードするか。東京大
学:仮設まちづくり支援チームの釜石、遠野、大槌町などでの活動から見えてき
たことを語ります。

東日本大震災後の交通まちづくりは何を目指すべきか。先ず、原田が、震災後の
計画目標のプライオリティ、復興計画の特徴を踏まえて、交通まちづくりの観
点から特に着目すべき施策を提案します。次に、具体論として、羽藤が発災直後
から国、県、自治体で関わってきた実際の取り組みを例に、防潮堤、避難道、鉄
道、高台移転についてその復興計画策定の論点整理を行います。最後にフロア
と自由に議論する予定です。

東北地方太平洋沖地震津波は、歴史上最大規模の津波を発生させ、北海道から
関東地方までの広い範囲に未曾有の被害をもたらしました。本セミナーでは、
津波発生直後から約3カ月にわたって全国的に実施された津波痕跡高調査に基
づき、今回の津波と被害の特性を分析したうえで、ハード対策とソフト対策の
それぞれにおいて今後の津波防災のあり方を議論します。

東北地方をはじめとする太平洋沿岸はこれまで繰り返し津波被害を受けてき
たが、東日本大震災では約2万人を数える犠牲者の9割超は津波による溺死とさ
れ、津波に強いまちづくりは今後の地震防災対策の一つの大きな柱として強く
再認識されました。本セミナーでは、津波に強いまちづくりを具体化するため
に必要となる津波避難施設の構造的要件について紹介し、津波に強い建築物の
あり方についてセミナー参加者と議論します。

東日本大震災において津波の被害にあった市町村における、復興まちづくり計
画の策定状況や内容について概括するとともに、国のこれまでの計画策定支援
について説明します。また、今回の震災に関連して新たに創設、充実した復興ま
ちづくり施策の概要について紹介するとともに、今後の復興まちづくりを円滑
に進める上で想定される課題とその対応について考えます。

東日本大震災においては、約12万棟の住宅が全壊し、これに対して、民間の借り
上げも含めて仮設住宅約11万戸が提供されています。今後、本格的な復興に向
けて、生活の基盤である住宅をどのように確保していくのか、配慮すべき点は
どのようなことか。被災者や被災地の特性を踏まえて、補正予算も含めて国の
取り組みや地域での動きについて紹介します。

明治三陸津波や昭和三陸津波において、その後、どのような復興の経緯をた
どったのか、そこにおける計画とはどのくらい有効だったのかに関して、振り
返り、そこでどのような風景が再生されてきたのかを論じます。このことを通
して、今回の復興計画で生まれるであろう三陸のまちの風景とそのあり方につ
いて考察します。

国の第3次補正予算を踏まえ、被災自治体の震災復興計画が、地域主導の下、迅
速かつ確実に透明性を持って進められるための仕組みや体制、効果的な実施方
法などについて提起します。また、気仙沼市等を事例にして、産業と暮らしの再
生、雇用の創出を牽引する「復興まちづくり会社」、住宅市街地や中心商業地の
復興まちづくりを進める組織、手順、合意形成、強力な支援方策等を定めた「復
興まちづくり条例」の試案を提起して参加者と意見交換を行います。

社会科学研究所では、希望学（希望の社会科学）という研究を進めてきました。
希望学でみつけた、地域に希望が生まれる条件は3つ。「ローカル・アイデンティ
ティ（地域らしさ、地域の強みなど）を絶えず再構築していくこと」「様々なニー
ズや能力を有する住民の間で、希望の共有を図るべく、対話を繰り返すこと」
「地域内外を問わず、多様なネットワークを広げ、新しい創造や連携の可能性を
絶やさないこと」。 希望学はこれらを念頭に置きつつ、岩手県釜石市において
調査研究を続けています。
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